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処理部品の配置（１）

DataSourcesから
CSVLoaderを選択し，

配置する



処理部品の配置（２）

Filtersから
AddClusterを選択し，

配置する



処理部品の配置（３）

Visualizationから
ScatterPlotMatrixを
選択し，配置する



処理部品の設定（１）

複数の項目（とりあえずは，在院日数
の差と出来高との差でもOK）のCSV
ファイルを用意して，
CSVLoaderを右クリックからConfigure…
を選んで，
上述のCSVファイルを指定



処理部品の設定（２）

dataSetを接続

（以下，接続は同様）



処理部品の設定（３）

Chooseからクラスタリング

の方法を選択する
（Wekaでは非階層的な

k-meansと混合正規分布
(GMM)に基づく方法が

一般的な方法として
使えます．）



処理部品の設定（４）

クラスタリングの方法について，
パラメータ（作成するクラスタ数など）
を設定する．
例はk-meansの画面．



実行

CSVLoaderを右クリックして
StartLoadingを選択



クラスタリング結果の可視化（１）

各点の色はColourの
メニューで項目名を選択
（何もしないと最後の

cluster）



クラスタリング結果の可視化（２）

各点を右クリックすると
データの内容を表示

任意の２軸を選んで，右クリック


